相律そうりつ phase rule
  ｎ種類の物質からなる混合系がｒ個の相に分かれて平衡状態にあるとき，独立に変えることのできる状態変数の数（自由度）ｆは，ｆ＝ｎ＋2－ｒ  で示される。この関係を相律という。

例えば，一成分系（ｎ＝1）の気液平衡（ｒ＝2）では，自由度ｆは 1　。

このことは，温度が決まれば，飽和蒸気圧の値はただ一つに決まってしまうことを意味する。
物質系において平衡に存在する相の数 p と，独立な成分(その各相における濃度が数学的に定義できるような構成要素)の数 c およびそのとき独立に変えることのできる状態変数の数(自由度と呼ばれる)f の間の関係を与える式。p－c＋f＝2で表される。19世紀後半にアメリカの J. W. ギブズによって導かれたもので，ギブズの相律とも呼ばれる。この関係式は，相の間に平衡が成り立つためには各成分の化学ポテンシャルが共存するそれぞれの相で互いに等しくならなければならないという要請から導かれる。p と c は1以上の整数，f は負でない整数である。例えば，水などの純粋物質では成分数 c＝1で，p は1から3までの整数を取りうる。p＝1のとき(気相，液相，固相のうちいずれか一つの相だけが存在する場合)には自由度 f＝2となり，二つの状態変数(例えば温度と圧力)をある範囲内でそれぞれ独立に変化させることができる。p＝2で二相平衡が成り立つ場合は f＝1となるので，温度を決めれば圧力が，逆に圧力を決めれば温度が決まってしまう。また，c＝1，p＝3の場合は自由度 f＝0で，温度も圧力も一義的に決まる。このような状態は状態図上では1点で表され，三重点と呼ばれる。固相系のように相平衡に対する圧力の影響を無視してよい場合(凝相系と呼ばれる)には，自由度は相律で与えられるものよりさらに1小さくなると考えてよい。

自由度 degree of freedom
 (1)質点の位置を表すには，空間に適当な座標軸をとって x，y，z 座標を与えればよい。これら3変数が時間 t の関数として x＝f1(t)，y＝f2(t)，z＝f3(t)の形で与えられれば，その運動は確定する。水平面上の運動のような平面運動であれば，変数は x，y の二つでよい。座標は直交座標とは限らず，平面運動を極座標 r，θ で表すように，他の適当な変数を用いてもよい。二つの原子 A，B が結合した2原子分子なら，xA，yA，zA，xB，yB，zB を用いてもよいし，重心の座標 X，Y，Z と AB の距離 l，分子軸の方向を示す二つの角 θ，φ の計6個を用いてもよい。このような，力学系の配置や運動状態を示すのに必要な座標あるいは変数(一般化座標という)の数を自由度という。したがって2原子分子の自由度は6，平面運動する質点の自由度は2である。2原子分子で l が一定という条件がつくと自由度は5に減少する。物体の変形を無視して剛体とみなせば自由度は6である。

(2)熱平衡状態にある物質系(例えば蒸気(気相)と共存するアルコール水溶液(液相))を，その原子的構造を考えずに巨視的に扱えば，その平衡状態は圧力，温度，体積，濃度など少数の熱力学的変数(状態量ともいう)の値によって規定される。しかも，これらのうちでかってな値をとらせることのできるものの数は限られていて，これらの値が決まるとほかは自動的に決まってしまう。この任意の値をとらせることのできる熱力学的変数の数を系の自由度という。もっとも簡単な1成分1相系(例えば純粋気体)では自由度は2である。
ポテンシャル 　potential　
 力の場の中で物質粒子が現在の位置からある基準点まで移動するとき，力の場によって粒子になされる仕事の大きさを位置の関数として表したスカラー量。
物質粒子の位置だけで決まり，物質粒子がその位置で規準点に対してもつ位置エネルギーに等しい。
ポテンシャルが減少する方向にとった勾配は，その位置で粒子に作用する力に等しい。
ポテンシャル-エネルギー〔和　 (英) potential＋(ﾄﾞｲﾂ) Energie〕

物体がその位置にあることで潜在的にもっていると考えられるエネルギー。
例えば地球上で，地表からある高さにある物体が地表に対してもつポテンシャル-エネルギー（位置エネルギー）は，質量・高さ・重力加速度の積で表される。
化学ポテンシャル   chemical potential
一つの系においてある成分だけを1分子または1mol追加するときの仕事。
同一粒子からなる系では，その化学ポテンシャルは1分子当りまたは1mol当りのギブズの自由エネルギーに等しい。
粒子の出入りが可能な多成分系では，平衡状態になる条件の一つは，異なる相の化学ポテンシャルが互いに等しくなることであり，化学ポテンシャルが互いに異なる場合には，化学ポテンシャルの大きいほうから小さいほうに粒子の移動が起こる。
粒子数 N の系では，通常，N を指定する代りに化学ポテンシャル μ を導入して，エネルギーを表すハミルトニアンに－μN という項を追加し，N を力学的変数とみて統計平均を行い N の平均値を μ によって指定する。このような統計はグランドカノニカルの方法と呼ばれる。　
三重点 triple point
1成分からなる系で，その気相，液相，固相の三つの相が平衡に共存する状態。すなわち，状態図で気相‐液相，液相‐固相，気相‐固相の3本の共存線が一つに集結する点である。相律によって，三重点では自由度は0であり，物質を与えれば温度も圧力も決まる。水の三重点は温度0.01℃，圧力4.58mmHg(0.006atm)で，氷，水，水蒸気が安定に共存するが，この温度は絶対温度目盛の基準点(273.16K)に定められている。
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